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そ
し
て
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
多
く
は
、
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ

ム
を
実
現
す
る
役
割
か
ら
、
活
力
あ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
あ
る
拠
点
（
ロ
ー
カ
ル
ハ
ブ
）
の
活
動
を
支
え
る
役

割
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
く
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
と
同
様
に
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む
ド
イ
ツ

で
は
、
大
都
市
圏
域
に
属
さ
な
い
人
口
五
万
人
〜
二
〇 

万
人
規
模
で
あ
っ
て
も
、
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｒ
Ｐ
（
地
域

内
総
生
産
）
が
お
よ
そ
八
〇
〇
万
円
を
超
え
る
〝
富
と

人
材
が
集
ま
る
〞
都
市
（
圏
）
が
あ
る
。
エ
ア
ラ
ン
ゲ

ン
や
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
グ
と
い
っ
た
都
市
の
名
前
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？　

シ
ー
メ
ン
ス
や
ボ
ッ

シ
ュ
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
と
い
っ
た
名
だ
た
る
大
企
業
が
主
要
な

研
究
開
発
拠
点
を
置
き
、
そ
の
都
市
（
圏
）
か
ら
次
々

と
新
し
い
事
業
の
芽
が
生
ま
れ
て
い
る
活
力
あ
る
都
市

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
企
業
が
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
そ
の
も

の
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
シ
ー
メ
ン
ス
は
、

エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
に
お
い
て
産
学
官
の
日
常
的
交
流
を
生

み
出
す
た
め
に
、
自
ら
の
本
社
と
、
大
学
や
地
元
企
業

の
事
業
所
、
さ
ら
に
公
共
施
設
（
病
院
）
や
住
宅
が
近

接
し
て
立
地
で
き
る
よ
う
な
都
市
計
画
の
策
定
に
も
関

わ
っ
て
い
る
と
聞
い
て
驚
い
た
。
ま
た
、
ザ
ク
セ
ン
・

ア
ン
ハ
ル
ト
州
に
存
在
す
る
ロ
イ
ナ
と
い
う
街
は
、
化

企
業
・
産
業
が
イ
ン
フ
ラ
運
営
に

深
く
関
与
し
て
い
る
ド
イ
ツ

う
あ
る
べ
き
か
、
も
う
少
し
議
論
が
あ
っ
て
も
よ
い
と

思
わ
れ
る
。

　

既
に
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
か
た
ち
は
変
わ
っ
て
い
る
。

こ
こ
四
〇
年
間
（
一
九
七
〇
〜
二
〇
〇
九
年
）
の
日
本

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
（
資
産
）
の
状
況
を
み

る
と
、
道
路
、
下
水
道
、
学
校
と
い
っ
た
分
野
を
中
心

に
、
地
方
圏
に
相
対
的
に
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ッ
ク

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
が
さ
ら
に
進
む
中
で
、

地
域
に
存
在
す
る
膨
大
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
ど
う
維
持

し
て
い
く
か
が
地
方
圏
の
最
大
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
地
方
創
生
の
実
現
は
国
家
的
課
題
と
な
り
、

都
市
拠
点
の
強
化
に
向
け
た

イ
ン
フ
ラ
の
変
革
が
課
題

学
産
業
が
都
市
の
経
済
を
牽
引
し
、
比
較
的
高
い
生
産

性
を
誇
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
ド
イ
ツ
が
誇
る
化
学

企
業
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
が
出
資
す
る
有
限
会
社
「
イ
ン
フ
ラ
ロ

イ
ナ
」
が
、
発
電
所
、
水
道
、
鉄
道
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

等
を
運
営
し
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
中

堅
・
中
小
企
業
も
活
用
し
て
事
業
を
展
開
す
る
仕
組
み

が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
例
で
わ
か
る
の
は
、
都
市
（
圏
）

で
活
動
す
る
大
企
業
が
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
運
営
に
関
与

し
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
地
元
企
業
と
シ
ェ
ア
（
共
有
）

し
て
い
る
点
だ
。
都
市
（
圏
）
の
経
済
活
力
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
の
姿
が
そ
こ
に
あ
る
。

　

わ
が
国
で
も
、
企
業
城
下
町
と
呼
ば
れ
る
都
市
で
は
、

そ
こ
に
立
地
し
た
企
業
が
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に

深
く
関
与
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
城
下

町
で
は
主
要
工
場
の
撤
退
と
と
も
に
、
経
済
も
雇
用
も

縮
小
し
、
か
つ
て
の
輝
き
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ

が
多
い
。
そ
の
一
方
で
、
本
社
や
基
幹
と
な
る
研
究
開

発
拠
点
が
発
祥
時
か
ら
他
に
移
ら
ず
、
地
域
の
発
展
を

支
え
続
け
て
い
る
都
市
（
圏
）
も
あ
る
。
例
え
ば
、
山

口
県
の
宇
部
市
は
、
宇
部
興
産
㈱
が
創
業
時
か
ら
本
社

を
移
さ
ず
経
済
を
牽
引
し
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、

宇
部
興
産
㈱
の
前
身
に
あ
た
る
沖
ノ
山
炭
鉱
を
興
し
た

渡
辺
祐
策
氏
に
よ
る
「
共
存
共
栄
」
の
精
神
が
あ
る
。

企
業
活
動
（
石
炭
）
か
ら
得
ら
れ
た
利
益
を
都
市
・
社

改
め
て
見
直
す
べ
き
企
業
城
下
町
の
精
神

多
く
の
地
域
（
自
治
体
）
で
は
、
人
口
減
少
の
歯
止
め

と
、
経
済
・
雇
用
の
再
生
に
向
け
た
様
々
な
事
業
が
展

開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
過
去
半
世
紀

以
上
の
間
、
一
貫
し
て
地
方
圏
は
大
都
市
圏
（
東
京
圏
）

に
人
材
を
供
給
し
、
現
在
で
も
な
お
大
都
市
圏
へ
の
人

口
・
経
済
の
集
中
は
止
ま
っ
て
い
な
い
。
東
京
と
い
う

巨
大
な
マ
グ
ネ
ッ
ト
に
対
抗
し
て
地
方
が
自
立
す
る
こ

と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
地
方
圏

の
中
で
、
人
口
の
多
寡
に
関
わ
ら
ず
高
い
生
産
性
（
所

得
）
を
維
持
し
続
け
る
世
界
に
開
か
れ
た
都
市
拠
点

（
私
は
こ
の
拠
点
を
ロ
ー
カ
ル
ハ
ブ
と
呼
ん
で
い
る
）

を
ど
れ
だ
け
作
れ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
ロ
ー
カ
ル
ハ

ブ
の
構
築
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
で
力
を
持
っ
た
大
企
業
と
、

地
域
に
根
差
し
た
企
業
と
の
融
合
が
不
可
欠
で
あ
る
。

会
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
に
振
り
向
け
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
を

も
と
に
、
都
市
経
済
を
更
に
活
性
化
し
て
い
く
考
え
方

だ
。
今
後
地
方
間
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
都
市
（
圏
）

を
構
成
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
、
地
域
中
核
企
業
、
公

益
企
業
、
住
民
が
、
相
互
に
知
恵
と
資
金
を
出
し
合
い
、

地
域
経
済
の
成
長
に
と
っ
て
有
益
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
を

創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

全
国
の
事
業
者
や
従
業
者
の
分
布
を
み
る
と
、
建
設

業
は
、
多
く
の
産
業
が
大
都
市
圏
に
集
中
す
る
な
か
で
、

ど
の
都
市
（
圏
）
に
も
偏
り
な
く
存
在
す
る
産
業
の
一

つ
で
あ
る
。
製
造
業
の
よ
う
に
決
し
て
す
そ
野
が
広
い

産
業
で
は
な
い
が
、
地
方
圏
に
お
け
る
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
再
生
に
関
与
で
き
る
産
業
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
実

際
、
先
に
紹
介
し
た
ド
イ
ツ
だ
け
で
な
く
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
も
、
建
設
業
出
身
の
人
材
が
、

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
産
業
（
上
下
水
道
や
電
力
）
の
改
革

を
担
い
、
国
内
外
へ
の
展
開
な
ど
を
通
じ
て
イ
ン
フ
ラ

組
織
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
問
題
を
克
服
し
再
生
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
担
っ
て
き
た
地
域
の
建
設
業
に
と
っ
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
体
質
を
改
善
・
強
化
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
。
イ
ン
フ
ラ
更
新
と
地
方
創
生
、
こ
の
二
つ
の
社

会
ト
レ
ン
ド
を
ど
れ
だ
け
自
ら
の
事
業
に
活
か
せ
る
か
、

建
設
業
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
。

都
市（
圏
）に
根
ざ
し
た
建
設
業
の
役
割

　

笹
子
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
以
降
、
道
路
、
上
下
水
道
、

公
共
施
設
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
対
す
る

世
間
の
関
心
は
急
速
に
高
ま
り
、
国
、
地
方
自
治
体
、

イ
ン
フ
ラ
管
理
者
な
ど
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
及
び

維
持
管
理
に
対
す
る
体
系
的
な
戦
略
・
施
策
が
打
ち
出

さ
れ
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
従
っ
て
着
実
に
実
行
に
移
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
高
度
成
長
時
代
に
形

成
さ
れ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
い
か
に
し
て
〝
守
っ
て
い

く
か
〞
と
い
う
視
点
で
非
常
に
重
要
な
政
策
で
あ
る
が
、

老
朽
化
の
到
来
を
約
五
〇
年
周
期
で
訪
れ
る
イ
ン
フ
ラ

の
転
換
期
と
考
え
れ
ば
、
次
な
る
日
本
の
国
の
か
た
ち

を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
〝
か
た
ち
〞
や
〝
役
割
〞
が
ど

求
め
ら
れ
る
次
な
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
姿
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地
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支
え
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イ
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を


